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須
山
浅
間
神
社
は
須
山
口

登
山
道
の
起
点
に
な
っ
た
神

社
で
、
江
戸
時
代
の
富
士
講

を
は
じ
め
富
士
山
頂
を
目
指

し
た
多
く
の
人
が
立
ち
寄
っ

た
場
所
で
す
。

　

拝
殿
手
前
右
側
に
あ
る
覆

い
屋
の
中
の
古ふ

る

宮み
や

と
呼
ば
れ

る
小こ

社も
り

は
1
6
1
1
年
に
建

立
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
境
内
の
樹
齢

4
0
0
〜
5
0
0
年
以
上
と

さ
れ
る
約
20
本
の
杉
の
巨
木

が
、
須
山
浅
間
神
社
の
歴
史

を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

富
士
市
内
に
あ
る

富
士
山
に
関
連
す
る
文
化
財
を
紹
介

　

市
内
に
は
、
富
士
山
世
界
文
化
遺
産
登
録
候
補
の
構
成
資

産
で
は
な
い
も
の
の
、
富
士
山
信
仰
や
富
士
登
山
の
拠
点
と

な
っ
た
歴
史
的
文
化
財
が
あ
り
ま
す
。

　

中
で
も
、
田
子
の
浦
の
海
か
ら
望
む
富
士
山
の
景
観
は
昔

か
ら
有
名
で
、海
抜
０
メ
ー
ト
ル
か
ら
富
士
登
山
を
し
た
り
、

「
万
葉
集
」
に
も
詠う

た

わ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

【
鈴
川
の
富
士
塚
】

富
士
登
山
の
安
全
祈
願
を
し
た
塚
（
鈴
川
西
町
13
）

　
　
　
　

{

山
の
安
全
を
祈
願
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
身
を
清
め

た
登
山
者
は
、
こ
の
塚
を
起
点
に
、
旧
吉
原
宿
か
ら
富
士
宮

市
村
山
浅
間
神
社
に
至
る
村
山
道
を
通
り
、
富
士
山
頂
を
目

指
し
た
と
い
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
鈴
川
の
富
士
塚
」は
、江
戸
時
代
中
期
以
降
に
関
東

地
方
を
中
心
に
隆
盛
し
た
富
士
講
（
江
戸
時
代
半
ば
ご
ろ
の

富
士
山
の
信
仰
集
団
）
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
多
く
の
富
士
塚

と
は
異
な
り
、
そ
れ
以
前
に
築
か
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
の
富
士
塚
は
、
昭
和
51
年
に
鈴
川
区
が
古
老
の
記
憶

に
従
っ
て
復
元
し
た
も
の
で
す
。

　

市
立
元
吉
原
中
学
校
の
西

約
2
0
0
メ
ー
ト
ル
の
場
所

に「
鈴
川
の
富
士
塚
」と
呼
ば

れ
る
小
高
い
丘
が
あ
り
ま
す
。

　

「
鈴
川
の
富
士
塚
」
は
、

江
戸
時
代
ご
ろ
富
士
登
山
の

前
に
身
の
け
が
れ
を
は
ら
う

場
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
登
拝
者
は
、
海
岸

で
海
水
を
浴
び
て
心
身
の
け

が
れ
を
落
と
し
て
清
め
、
そ

の
際
浜
か
ら
玉
石
を
持
っ
て

き
て
砂
山
に
積
み
上
げ
、
登

　

村
山
は
、
富
士
山
に
お
け

る
修
験
道
の
中
心
地
で
あ
り
、

明
治
時
代
ま
で
興
法
寺
と
い

う
寺
院
が
あ
り
ま
し
た
。

　

鎌
倉
時
代
に
は
、
修
験
者

に
よ
り
寺
院
が
成
立
し
、「
絹

本
著
色
富
士
曼
荼
羅
図
」
が

描
か
れ
た
16
世
紀
に
は
、
修

験
者
や
道
者
が
集
ま
っ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

近
世
に
は
、
村
山
三さ

ん

坊ぼ
う

が

興
法
寺
や
大
宮
・
村
山
口
登

山
道
な
ど
を
管
理
し
ま
し
た
。

須
山
浅
間
神
社

須
山
口
登
山
道
の
起
点
（
裾
野
市
須
山
）

村
山
浅
間
神
社

修
験
道
の
中
心
地
（
富
士
宮
市
村
山
）

08 07

山
宮
浅
間
神
社

遥よ
う

拝は
い

所
か
ら
富
士
山
を
望
む
（
富
士
宮
市
山
宮
）

06

　

山
宮
浅
間
神
社
に
は
富
士

山
を
拝
む
た
め
の
遥
拝
所
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
古
い

富
士
山
祭さ

い

祀し

の
形
を
と
ど
め

て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
遥
拝
所
の
周
囲
に

は
溶
岩
礫れ

き

を
用
い
た
石
塁
が

巡
っ
て
い
ま
す
。
遥
拝
所
内

部
に
は
、
祭
壇
や
祭
祀
列
席

者
の
座
席
と
考
え
ら
れ
る
石

列
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

浅
間
大
社
の
社
伝
に
よ
れ

ば
、
浅
間
大
社
の
前
身
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
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富
士
山
の
湧
水
（
1
日
平

均
15
〜
16
万
立
方
メ
ー
ト

ル
）
が
約
1
2
0
メ
ー
ト
ル

に
わ
た
っ
て
噴
出
し
、
数
百

条
の
白
糸
が
垂
れ
て
い
る
よ

う
に
見
え
ま
す
。

　

富
士
講
関
連
の
文
書
に
よ

れ
ば
、
長
谷
川
角
行
が
「
人

穴
」
で
の
修
行
と
合
わ
せ
て

水
行
を
行
っ
た
地
と
さ
れ
、

富
士
講
信
者
を
中
心
に
人
々

の
巡
礼
・
修
行
の
場
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
絵
画
で
描

か
れ
る
な
ど
、
景
勝
地
と
し

て
も
有
名
で
す
。

白
糸
ノ
滝

国
の
名
勝
及
び
天
然
記
念
物（
富
士
宮
市
上
井
出
）

11

　

須
走
口
登
山
道
の
起
点
と

な
る
神
社
で
、
富
士
講
信
者

が
多
く
立
ち
寄
り
、
33
回
を

一
つ
の
区
切
り
と
す
る
登
拝

回
数
な
ど
の
記
念
碑
が
約
70

基
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

社
伝
に
よ
れ
ば
、
8
0
7

年
に
造
営
し
た
と
伝
え
ら
れ
、

1
7
0
7
年
の
宝
永
噴
火
で

は
大
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、

1
7
1
8
年
に
再
建
、
修
理

を
重
ね
、
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。「
御
鎮
座
千
二
百
年

記
念
資
料
館
」
が
併
設
さ
れ

て
い
ま
す
。

冨
士
浅
間
神
社
（
須
走
浅
間
神
社
）

須
走
口
登
山
道
の
起
点
（
小
山
町
須
走
）

09

人
穴
富
士
講
遺
跡

溶
岩
洞
穴
と
2
0
0
基
を
超
え
る
碑
塔
群（
富
士
宮
市
人
穴
）

10

　

人
穴
富
士
講
遺
跡
に
は
、

溶
岩
洞
穴
「
人
穴
」
と
富
士

講
講
員
が
建
立
し
た
2
0
0

基
を
超
え
る
碑
塔
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
富
士
講
の
開
祖
と

さ
れ
る
長
谷
川
角か

く

行ぎ
ょ
うは
、「
人

穴
」
に
こ
も
っ
て
修
行
し
、

こ
の
地
で
亡
く
な
っ
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。「
人
穴
」
は

角
行
の
修
行
の
地
・
入に

ゅ
う
め
つ滅
の

地
と
し
て
信
仰
を
集
め
、
先

達
の
供
養
碑
や
記
念
碑
な
ど

の
碑
塔
を
建
立
す
る
こ
と
も

多
く
行
わ
れ
ま
し
た
。

富士山　世界文化遺産へ 

【
山や

ま

部べ
の

赤あ
か

人ひ
と

の
万
葉
歌
碑
】

富
士
山
を
望
む
歌
（
ふ
じ
の
く
に
田
子
の
浦
み
な
と
公
園
）

　
　
　
　

■
山
部
宿す

く

禰ね

赤
人　

富
士
山
を
望
む
歌
一
首

　

天あ
め

地つ
ち

の　

分わ
か

れ
し
時
ゆ　

神か
ん

さ
び
て　

高
く
貴
き　

　

駿
河
な
る　

富
士
の
高
嶺ね

を

　

天
の
原　

降
り
さ
け
見
れ
ば　

渡
る
日
の　

影
も
隠
ら
ひ

　

照
る
月
の　

光
も
見
え
ず　

白
雲
も　

い
行
き
は
ば
か
り

　

時
じ
く
そ　

雪
は
降
り
け
る　

語
り
つ
ぎ　

　

言
ひ
継
ぎ
行
か
む　

富
士
の
高
嶺
は

■
反
歌

　

田
子
の
浦
ゆ　

う
ち
出
て
み
れ
ば　

ま
白
に
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

富
士
の
高
嶺
に　

雪
は
降
り
け
る

（
田
子
の
浦
を
通
っ
て
、広
々
と
し
た
と
こ
ろ
に
出
て
見
る
と
、

真
っ
白
に
富
士
の
高
嶺
に
雪
が
降
り
積
も
っ
て
い
る
こ
と
だ
）

　

こ
の
歌
は
、
赤
人
が
政
府
の
役
人
と
し
て
東
国
に
赴
く
道

す
が
ら
、
田
子
の
浦
を
通
っ
て
仰
ぎ
見
た
富
士
の
姿
が
余
り

に
も
雄
大
で
美
し
く
神
秘
的
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
印
象
を

詠
ん
だ
叙
景
歌
の
最
高
傑
作
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
富
士
市
内
の
文
化
財
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　
　

文
化
振
興
課　

☎（
55
）2
8
7
5　

5（
53
）0
7
8
9

　

昭
和
61
年
に
田
子
の
浦
港

富
士
埠
頭
（
旧
フ
ェ
リ
ー
乗

り
場
）
に
建
て
ら
れ
た
こ
の

歌
碑
は
、
昨
年
3
月
に
県
が

建
設
し
た
「
ふ
じ
の
く
に
田

子
の
浦
み
な
と
公
園
」
に
移

設
さ
れ
ま
し
た
。
南
松
野
産

出
の
松
野
石
の
石
柱
8
本
を

富
士
山
型
に
配
し
、
奈
良
時

代
の
代
表
的
歌
人
で
あ
る
山

部
赤
人
が
詠う

た

っ
た
「
富
士
山

を
望
む
歌
」を
刻
ん
で
い
ま
す
。


